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 三

世
代
交
流
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
催 

多
世
代
と
の
触
れ
合
い
を
目
的
と
し
た
『
三
世
代
交
流
健
康
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
初
め
て
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
紫
陽
花
が
見
ご
ろ
の
忠
魂
碑
広
場
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。 

 日 

時 

平
成
２８
年
６
月
１１
日(

土) 

９
時
30
分
集
合 

１２
時
頃
解
散
予
定 

 

＊
雨
天
中
止 

集
合
場
所 

神
郷
公
民
館 

駐
車
場 

  

参
加
費 

無
料
（
参
加
賞
あ
り
） 

服 

装 

体
操
服
な
ど
歩
き
や
す
い
服
装 

（
飲
み
物
は
ご
持
参
下
さ
い
。
） 

コ
ー
ス 

神
郷
公
民
館 

忠
魂
碑
広
場
 

神
郷
公
民
館 

※
公
民
館
に
到
着
後
い
き
い
き
友
の
会
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
昼
食
に
お
い
し
い
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き
ま
す 

※
参
加
希
望
の
方
は
、
各
自
治
会
老
人
ク
ラ
ブ
・
育
成
会

神
郷
公
民
館
（
４６
―
１
１
８
１
）
に
５
月
２２
日
ま
で
申

込
下
さ
い
。
保
険
に
加
入
の
た
め
必
ず
連
絡
下
さ
い
。 

主 
催 

安
心
安
全
部
会 

 

共 

催 
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
い
き
い
き
友
の
会 

 

平成2８年度神郷高齢者大学講座計画 

月・日 曜 時間 講座名 内容 講師 

５・２６ 木 9:30～11:00 開講式 

なつかしの心の唄 

時代が生んだ懐かしい 

思い出の歌を歌いましょう 

山本 光博先生 

６・１１ 土 9:30～ ウォーキング 忠魂碑方面 三世代交流 

７・８ 金 ９:40 

 黒島港出発 

13:15 帰着 

大島探訪 

※大島交流センターでおい 

しいいりこめしを頂きます 

大島の歴史巡り 

大島交流センター見学 

ボランティアガイド 

８・７ 日 6:30～7:00 おはよう体操  三世代交流 

８・２３ 水 9:30～11:00 認知症を知ろう 寸劇・紙芝居等で認知症の勉強

をしましよう 

角野認知症ＳＯＳ劇団 

すみの玉ちゃんクラブ 

９ 未定 研修旅行   

10・３ 月 10:00～12:00 みんなでアンチエイジング 歌って踊って 

にいはま元気体操 

白井歌声喫茶グループ

（愛称：ＰＢＳ２９） 

10・2５ 火 9:30～12:00 男の料理 ピザ作りに挑戦  

11 未定 ウォーキング ノルディックウォーク  

12 未定 閉講式 落語 笑って介護予防  

※日にちが未定の講座は決まり次第お知らせいたします 

都合により内容等が変更になる場合があります。 

46-1181 
koukou@city． 

niihama.ehime.jp 
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６
年 

小
野 

愛
花
（
あ
い
か
） 

神
郷
コ
ー
ラ
ス
（
仮
称
）
設
立
と
会
員
募
集
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

懐
か
し
い
思
い
出
の
唄
を
歌
っ
て
、
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う 

男
女
問
わ
ず
内
容
を
よ
く
読
ん
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

練
習 

毎
月
第
３
木
曜
日
１０
時
～
１２
時 
場
所 

公
民
館
大
会
議
室 

指

導

者 

山
本 

光
博 

 

荒
井 

仁
美 

第
１
回
目
練
習 

６
月
１６
日
１０
時 

申

込

み 

公
民
館
受
付
窓
口
前
に
申
し
込
み
用
紙
を
置
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
回
収
箱
に
入
れ
て
下
さ
い
。 

受
付
期
間 

５
月
２
日
～
５
月
２０
日 

９
時
～
１７
時 

 

問
い
合
わ
せ 

瀧
田 

喜
代
子
（
設
立
発
起
人
有
志
代
表
℡
４
５-

０
２
０
１
） 

と
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神郷校区の人口 
人 口 10,08７人 
（男）   4,841人 
（女）   5,246人 
世帯数   4,464世帯 

平成 27年 9月末現在 
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    太平洋戦争と金属類回収令 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先月の「だより」において、田上神社境内にある大砲の砲弾

をイメージした石造に関係して、太平洋戦争（昭和 16～20年） 

時の金属類回収令についてお知らせしました。 

 この金属類回収令の問題は、日本とアメリカの開戦の要因の

一つであります。その背景をみてみますと、日本は日米開戦前

の昭和 15 年は中国と戦争の真っ最中であり、またドイツ・イ

タリアと三国軍事同盟を結び、東南アジアに進出し大東亜共栄

圏を統括せんとしておりました。 

 こうした日本の動きについて、アメリカは強く反対し、日本

に対して中国からの撤退、ドイツと決別することなど要求し、

要求を受入れなければ、イギリス・オランダ・中国など連盟で

もって経済制裁も辞さないと強く迫ってきました。日本は交渉

を続けながらも東南アジアへの進出を計っておりました。日本

とアメリカの話し合いは続けられましたが、互に双方の要求を

飲める状況でなく交渉は決裂し開戦となります。そこで、アメ

リカは日本に対して石油・金属等について輸出全面禁止を強行

してきました。その頃の日本の状況は、石油はアメリカから

77％、オランダから 14％と国内需要の大半を輸入に頼っていま

した。金属類についても、アメリカから 70％、中国から１８％

とこれも大半を輸入している状況でありました。日本にとって

は、石油については「石油の一滴は、血の一滴」と言葉がある

くらい貴重なもので、石油がなければ戦艦も飛行機も動かすこ

とができません。この当時わが国の石油は僅かながら備蓄２年

分の状態でありました。一方金属類については、備蓄は極小の 

状態でありました。 

 そのような中で、武器生産に必要な金属について官民あげて

金属の回収に取り組むこととなりました。この金属類回収につ

いては、日米開戦前の昭和１３年にすでに政府は、不要不急の

金属類の回収を実施していましたが、その頃は法律的強制力の

ない任意の供出であったため、それでは十分なる需要に賄えな

い状態でありました。そこで金属資源の不足を補うため取られ

た政策が、国家総動員法にもとづく金属類回収令という法律に

よって実施されました。この取組は、官民挙げて徹底して行わ

れ、この時代に生まれた新語が「家庭の鉱脈」というキャッチ

コピーで、家庭の鍋・釜・鉄びん・火箸・花器・仏具・窓格子

等をはじめ、金銀杯・置物・装飾品・子供の玩具まで根こそぎ

回収されました。 

 また、地方鉄道の線路や寺の梵鐘までもが供出されたのもこ

の時代であります。戦争が長引くにしたがって、ますます金属

類が必要となり、昭和１８年４月には“まだある金属出せいま

だ！”の呼び掛けで非常回収が強化されました。この時は、公

の場の由緒ある銅像や、子供たちの募金で作られた二宮金次郎

像などもすべて供出されました。ついで１１月に“まだ出し足

らぬ家庭鉱脈！”のスローガンの下で、回収が強行されました。

県において金属類回収実施要綱を公布され、そのことを受けて

役所は勿論地域においても、隣組、愛国・国防婦人会や女子青

年団の手で実施されました。 

  

 

 

神郷公民館よりお知らせ 

公民館サークル説明会のお願い 

 公民館利用のサークル代表者の方にお集まりいただき公

民館利用についての説明会を開催いたします。合わせて 

文化祭・芸能発表会についての説明もします。大切な会です

ので各サークル 1 名は必ずご出席ください。 

  日時 5 月２７日（金）13:30～ 

場所 神郷公民館 学習室 

  

神郷婦人会が神郷いきいき友の会に 

バトンタッチしました 

 会員の高齢化に伴い平成２８年 3 月末をもって神郷婦人

会が解散し、神郷いきいき友の会に移行しました。婦人会は、

長年にわたり神郷公民館活動や校区行事を支えて下さいま

した。神郷の秋の風物詩である観月会、幼稚園児との交流七

草がゆ等本当にお疲れ様でした。 

 また婦人会から記念にと神郷公民館にアンプ・スピーカ一

一式を寄贈して頂きました。これからの公民館セミナー等に

役立てるよう公民館２階大会議室に設置しております。 

 いきいき友の会は現在男性会員５名、女性会員１１名で構

成され、婦人会の残してくれたすばらしい歴史を引きついで

くれることと思います。校区の皆様ご協力よろしくお願いい

たします。 

 

アンプ 

スピーカー 

婦人会の皆様 

ありがとうございました 

はじめまして・・ 

 ４月から主事補を務めることになりました池田千鶴です。 

公民館勤めは初めてで至らない点が多々あるかと思います。 

地域の方々にご指導、ご協力いただきながら頑張ります。ど

うぞよろしくお願いします。        

 

  5 月（皐月）の行事予定   
 

 ７日（土）19:00～   老人会長会     神郷公民館 
 ８日（日）8:00～  手みやげ事業   〃 
 ９日（月）19:00～  健全育成部会   〃 
           環境美化部会   〃 
１０日（火）19:00～  補導定例会      〃 
１３日（金）10:00～  子育てサロン  マリンパーク 
１５日（日） 9:00～  校区運動会    神郷小学校 
１６日（月）19:00～   民児協定例会   神郷公民館 
２０日（金）10:00～  乳幼児期家庭づくり教室神郷幼稚園 
２４日（火）９:00～  いきいきセミナー 神郷公民館 
２６日（木）９:30～  高齢者大学     〃 
２７日（金）19:30～  連合自治会長会   〃 
      13:30～  よみきかせ定例会  〃 

13:30～  公民館サークル利用説明会 〃 

 

 

 

 


